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課　題

目　標

住宅の断熱化や自然エネルギーの利用促進が必要で
あるが、山陰ではあまり普及が進んでいない。何らか
の「バリア」があると考えられ、それを取り除くこと
が必要。

バリアや課題が何かを明らかにし、それを取り除く
ための支援体制を整えること、それにより省エネや
自然エネルギー利用に取り組む人が増えることを目
標に活動している。

省エネ行動の阻害要因を取り除くための試み
－エネルギー診断「チェック＆アドバイス」
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家庭のエネルギー診断 39件
19件
80％
70％

太陽光発電簡易分析

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

市民が省エネや自然エネルギーを導入する際の専門的なサポート体制など、地域
エネルギー事務所としての基盤が整いつつある。今後はワークショップなど体験
型イベントを通じ、市民への働きかけを強化したい。

太陽光発電簡易分析とエネルギー消費実態調査を
兼ねた家庭のエネルギー診断に取り組んだ。太陽光
発電簡易分析のうち発電量から不具合が推測され
る設備5件の調査では、パネルの不具合を確認し、対
応策のアドバイスをした。また住宅断熱化を促進す
るために、他団体と協働で住宅の断熱セルフリノベ
に取り組んだ。既存の典型的な日本家屋で、完璧な
断熱・気密はできないものの、断熱した部屋としな
い部屋を比較すると、大きな効果が確認された。こ
のように、実態や実際のデータを確認しながら、そ
れをもとに相談者へのアドバイスをしている。

今後の
展望

イベントにて太陽光発電簡易分析のPR

太陽光発電設備
保守点検啓発セミナーの様子

■苦労した点
エネルギー調査や太陽光簡易分析につ
いて、関心はあっても、調査フォーム記
載の煩わしさから、受診されない人も
多かった。

■工夫した点
エネルギー調査で、関心を持ってもら
うために温度計を貸出し、室温を計測
してもらい、空調の省エネとの関連を
考えてもらった。

任意団体　未来のエコラ


